
社会情勢等を踏まえ、
必要に応じアップデート

①プラットフォームの構築
②中間支援組織の活用
③地域活動の自主性・継続性を担保する地域経営
④取組のキーとなる団体等との連携・参画の推進

2040 年に向けて
まちづくりを進めて
いくための指針

区役所

まちに関わる
多様な立場の
人々との連携

都島区が
好きな人

都島区で何か
やってみたい
ことがある人

民間事業者

区民

地域
団体

教育機関
公的機関等

本市
各局

連
携まちづくりを

推進しビジョンを
実現

将来像や
取組内容を

共有

• 人口は増加傾向だが2030年以降は減少に転

じる見込み / 町会加入率も低下

• 価値観の多様化により、人と人とのつながり

が希薄化

• 防災・福祉など地域課題は複雑化し、

地縁型コミュニティの維持が困難に

• 水辺・緑・歴史文化など多様な都市資源

• 京橋駅を中心とした高い拠点性

• 資源が点在したままで、魅力の「見える化」

や回遊・滞在の促進、まちの魅力向上に十分

つながっていない

• 活用の仕掛けや発信の強化が必要

本ビジョンの目的と位置づけ

都島区のまちづくりへの問題意識

区の資源を活かしたまちづくりに向けて コミュニティ豊かなまちづくりに向けて

多様な主体（企業・団体・行政等）が

連携し、地域を支える仕組みづくりが重要

日常的に無理なく関われる機会を創出し、

担い手を広げていくことが必要

既存資源をつなぎ、魅力を体感できる仕掛

けづくりが重要

行政に加え、地域団体・民間事業者と連携

した具体的な取組の推進が必要

まちづくりのトレンド

まちづくりは車中心から人中心へ

Well-beingが重視される今

脱炭素・気候変動への意識の高まり

デジタル技術の活用（DX）

世界的に注目を集める「15分都市」の考え方

対象区域・・・都島区全域

目標年次・・・2040年（概ね15年の長期的な見通し）

上位・関連計画

Beyond EXPO 2025

大阪のまちづくりグランドデザイン

大阪城公園周辺地域まちづくり方針

大阪市緑の基本計画〈2026〉

フランスのカルロス・モ
レノ氏によって提唱され
た新しい都市モデル。

〔４つのキーワード〕

・近接性

・混在性

・遍在性

・有機物の密度

• 長期的な視点での区の将来像を示し、多様な立場の人がまちづくりを進めていくための指針と

して、本ビジョンを策定
ウェル ビーイング

ビヨンド エキスポ

交通の便が良く優良な住環境がある一方で、その地域資源や魅力を
まだ活かしきれていない

都島区の「いま」を分析する４つの視点

生活を支える都市の「便利さ」 --- 近接性視点1

暮らしに選択肢を生む「まちの多様さ」 ---混在性視点2

都市の利便性を補う
「サービスや情報へのアクセスの容易さ」 ---遍在性

視点3

暮らしの質を高める愉しみの「豊富さ」   ---有機物の密度視点4

• 梅田やなんばなどの都心に近く、公共交通が発達しており、利便性が高い

• 生活利便施設も概ね徒歩圏内に充実

• 大規模な工場跡地などをうまく活用し、昔から生活の営みがある地域と

新しいまちの調和をとりつつ、住まいと働く場のバランスが取れたまち

づくりが進んできた

• 北部～南部まで、エリアごとに特徴のある土地利用、居住者層

• シェア型モビリティなどのサービスが普及しつつあるが、一部、利用しに

くい地域も

• Webサービスの普及には利用率の向上も課題

• 区の情報を区内外に届ける発信力の強化が必要

• 豊かな自然環境やコミュニティの場、サードプレイス、魅力的な人などの

資源は豊富にある状況

• 一方で利用は限定的で、日常は買い物や送迎など「必要な行動」に偏りがち

区内で特筆すべきまちづくりの動き

京橋エリア 上位計画において、国際観光拠点として位置づけられ、

都市再生緊急整備地域に指定されるなど、大阪の「ヒ

ガシ」の玄関口として、さまざまな取組が進められている

淀川エリア 淀川大堰閘門の運用が開始され、さらなる舟運の活性化

が期待される

区民、民間事業者、有識者に聞いた都島区の特徴と魅力

【水辺の特徴と魅力】

・都島区らしさを活かすカギは「川」と「緑」

・桜並木や公園、三方の河川など、日常の風景として自然が身近にある …etc

15分都市の考え方を基軸に４つの視点で都島区を分析

【京橋エリアの特徴と魅力】

・京橋はヒガシの「ハブ」になるポテンシャルがある

・京橋～OBP～京橋公園をつなぐ回遊動線の形成が重要

・京橋駅の魅力と安全性を高め、広域拠点としての価値を再構築 …etc

【まち全体に関わるキーワード】

・区の魅力や資源を発信する仕組みの強化が必要

・日常的な交流と健康活動を支える場づくりが重要

・人流データ等に基づく空間整備とICT活用の推進が必要 …etc

【まちなかの特徴と魅力】

・住環境が良く､転入してくる人も多い

・南北移動と鉄道空白地帯の利便性向上が課題

・団地や緑道など既存ストックの解放･活用がカギ

・独立開業などにチャレンジしやすい土壌がある

・都心アクセス（約15分）・区内拠点の近接性・身近な生活圏という、多層的なレイ

ヤーが重なる点が都島区の最大の魅力 …etc北部 中部 南部

おおぜきこうもん

都島区のまちづくりで大切にしたい考え方

①暮らしの基盤の維持・

アップデート

②つながりと連携を感じられる

地域社会づくり

③クリエイティブに暮らしを

変えていくマインド

2040年に向けて
大切にしたい考え方

まちづくりのコンセプト・生み出したいまちの姿

Meetableな「暮らし」 Meetableな「コミュニティ」 Meetableな「働き方」

まちづくりの

コンセプト

2040年に

生み出したい

まちの状況

自然と文化が根付き

充実感に満ち

暮らせるまち

多様なプレイスで

人がつながるまち

共創やチャレンジが

生まれるまち

暮らしを豊かにする“出会いたい”ものに

“出会える”まち「Meetable Town」をめざします。

⚫ 会いたいと思える人にすぐ会えるまち
⚫ 訪れたい場所が近くにあるまち
⚫ 参加したい活動に気軽に参加できるまち

ミータブル タウン

（案） 概要版

ビジョンを活かすべき機会と各主体の役割

民間事業者
○新しい事業を検討するとき
○開発事業など不動産を

活用しようとするとき

地域団体
○従来の取組の継続が難しくなったとき
○新たな取組を検討しようとするとき

行政（市・区）
○新たな施策を立案するとき
○立案した制度の運用や、具体的な
事業内容を検討するとき

区民一人ひとり
○今の暮らしに少しの変化

を得たいとき
連
携
・
応
援【役割】

・まちづくりビジョンの実現に向けて、活動・事業を展開します
・区内個別のエリアのまちづくりが具体化する際は、本ビジョンに整合しつつ、より解像度の高いエリ

ア・ビジョンを策定するなど目標を共有します

【役割】
・ビジョンの実現に向けて各種施策・

事業を展開
・都島区役所と大阪市各局の連携

ビジョンの実現に向けた取組の方向性

①まちづくりのステップに応じた取組支援 ②区民のまちづくりを応援する区内まちづくりプラッ

トフォームの構築

③まちづくりのパイロット・プロジェクト

の構築都島区役所は、市役所や関連団体と連携しなが

ら、皆さんのまちづくりを応援していきます。

発意する／
やってみる

つながる／
仲間をつくる

共有する

ことをなす

みんなの取組

スタートアップ支援
・人材掘り起こし、情報支援等

ステップアップ支援
・エリアPF構築支援等

コンセンサス支援
・エリアビジョン策定支援等

ローンチング支援
・制度や公共空間活用支援等

区の応援

区民の「やってみたい」という意向をくみ取り、具体化して

いくためのサポートを図る区内まちづくりプラットフォーム

（みやこじまFanプール）の構築を図ります。

まちづくりの先導的なモデルとなる取組を立

ち上げ、活動の拡大と持続可能な運営体制の

構築を進めます。

ターゲット・エリア

京橋エリア｜Green Oasis Miyakojima in京橋

• 既存の枠組みを超えた地域・プレイヤー
との連携による、公共空間の利活用

リーディング・エリア

淀川エリア｜都島 Meets NATURE

• 水辺をはじめとした淀川エリアの自然
資源の発掘・魅力発信

• 学校等周辺地域と連携したまちづくり

ビジョンの実現に向けたロードマップ

2040年に向けて、第１フェーズ（着手）、第２フェーズ（推進）、第３

フェーズ（発展）の時間軸に沿って、段階的に取組を推進します。

第２フェーズ（推進）
2031~2035

第３フェーズ（発展）
2036~2040

グリーン オアシス ミヤコジマ

ミーツ ネイチャー
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第１フェーズ（着手）
2026~2030



描きたいまちのシーン

自然と文化が根付き充実感に満ち暮らせるまち

みどりや水辺など

の身近な空間が、

日々の憩いやイベ

ントなど、さまざ

まな場面で活用さ

れている。

公園や水辺などの公共

空間は、みんなで使い、

関わり、育てることで、

より心地よく魅力的な

場へと育っている。

便利さだけでなく、そ

れぞれのエリアならで

はの住みやすさや心地

良さがあり、さまざま

な世代が暮らしている。

地元で買う、食べる、

楽しむことが暮らしの

中に根付き、個性ある

お店やスポットがにぎ

わいを生み出している。
まちの魅力的なス

ポットやイベント

の情報が身近に届

き、まちに出かけ

たくなるきっかけ

が生まれている。

公園や水辺などの自然を暮らしの中で身近に感じな

がら、心地よく過ごせるまちをめざします。

また、新しい文化や楽しみが生まれ続け、日々の暮

らしが彩られるまちをめざします。

だれもが行きたい場

所へ移動しやすく、

多様な交通手段が充

実し、歩いて楽しめ

るまちになっている。

川ってこんな
生物がいるんだ！

週末は川で
SUP！

緑に囲まれて
飲むコーヒー、
最高！

今晩は食べて
から帰ろうか

今日はどこに
行こうかな？

近くにカフェ
ができたん
だって

今日はお外で
ナイトシア
ター！

ベビーカー
でも入りや
すいね

広々ニコイチ住
宅で、ゆったり
団地ライフ♪

バスの予約、
意外とカンタ
ンでしょ♪

団地で朝市
だって！

川沿いのサイク
リング、気持ち
いい！

月1マルシェが
最近の楽しみ♪

駅までラク
ラク移動

Meetableな「暮らし」
ミータブル 共創やチャレンジが生まれるまちMeetableな「働き方」

企業と活動したい個

人・団体のマッチング

の場があり、新しいア

イデアや取組が次々と

生まれている。

うちでは配達
ロボットを
開発していて…

昔ながらのお店も、
最近またにぎわっ
てきたね

企業の進出をきっかけ

にスタートアップが周

辺に集まり、地域の工

場や中小企業との協業

も生まれ、都島区全体

でイノベーションが生

まれる環境が広がって

いる。

人や企業の交流、新し

いアイデアを生み出す

取組、働きやすい環境

づくりが広がり、京橋

が人・企業・挑戦を引

き寄せる「ヒガシのマ

グネット」となってい

る。

区民の活動が応援

され、新しいサー

ビスや場が生まれ

て、豊かな暮らし

が充実していく。

地域や企業、行政

が力を合わせて、

まちをより良くす

る活動が広がって

いる。

それ、うちの
商店街でも
試してみよか！

地元の企業に
よる出前講座

自分のまちにこん
な企業があったん
だ！将来ここで働
くのもいいかも

次はあのスポット
に行ってみよう！

都島区の素敵な
お店や企業が集
まるマルシェ

京橋の歴史を
巡るまち歩き
ツアー

まちづくりのプレ
イヤーや企業、行
政などが集まる場

水辺のにぎわい
や文化などもま
ちの魅力に

個人・中小企業・大企業を問わず、多様な立場の人たちでコミュ

ニケーションをとることができ、新たなチャレンジが生まれる。

さらには、地域の課題解決等にもつながる状況をめざします。

ミータブル

ビジョンの実現に向けたロードマップ

2026 2027 2028 2029 2030 2031-2035 2036-2040

具体的なまちづ
くりの立ち上げ

ターゲット
エリア

京橋エリア
(Green Oasis 
Miyakojima in
京橋)

リーディング
エリア

淀川エリア
(都島 Meets 
Nature)

フォロー
イング
エリア
(リーディング・エリ
アに触発された他エ
リアの動きを支援)

みやこじま
Fanプールの構築

第１フェーズ
（着手）

第２フェーズ
（推進）

第３フェーズ
（発展）

プラット
フォームの
あり方検討

区が主体となった
まちづくりの支援の試行実装

プラット
フォームの
本格立ち上げ

プラットフォームの
自立運営（第１期）

プラットフォームの運営体制構築検討

区が主体となったまちづくりの主体間の
連携促進・情報共有の試行実装

プラットフォームの
自立運営（第２期）

パイロット・プロジェクトの立ち上げ

組織化等持続可能な体制検討

京橋公園外への活動の拡大

京橋公園のマネジメントのあり方検討

検討した体制に基づく持続可能な活動の展開

取組の方
向性検討

試行的な取組実施

持続可能な体制検討

エリア
②選定

取組の方
向性検討

試行的な取組実施

持続可能な体制検討

エリア
①選定

継続的な取組

継続的な取組

パイロットモデルに続く主体形成

2040年に向けて、第１フェーズ（着手）、第２フェーズ（推進）、第３フェーズ（発展）の時間軸

に沿って、段階的に取組を推進します。

関係人口と地域団体の
関係性構築

地域との連携体制の構築検討

検討した体制に基づく持続可能な活動の展開

※各エリアでの機運の熟度に
よって、エリアの数・開始
時期は適宜見直し

区民や民間事業者からの声を盛り込み、2040年に生み出したいまちの状況を可視化しました。

（案） 概要版 2 / 2

多様なプレイスで人がつながるまち

気軽にアクセスできる場所（プレイス）が点在し、

そこをきっかけに、だれもがさまざまな人やコミュ

ニティと関わる機会を持てるまちをめざします。

空き家や空き店舗、

公園、高架下などの

地域資源が活用され、

働く・学ぶ・遊ぶ・

集うなど、さまざま

なプレイスが身近に

ある。

そうした場で過ご

す中で顔見知りが

増え、同じ活動を

する仲間が自然と

生まれている。
何かにチャレンジ

したい人が、小さ

なトライアルから

気軽に始められる

場や仕組みがある。

区役所や先輩区

民、地域のみん

なと協力しなが

らチャレンジを

続けることで、

新しい活動が

次々と生まれて

いる。

子どもからお年寄り

まで、世代を越えた

「ナナメの関係」が

育まれる場がある。

地域の中でゆるやかな

つながりが生まれ、

困ったときに助け合え

る関係が広がっている。

大人も子ども
も学べる場が
あるんだね

こんなこと
やってみたい
んですけど…

ヨガサークル、
はじめました！

今日は移動
図書館が来
てるみたい

防災イベントで、
楽しく助け合い
の関係づくり

今日は子どもを預け
て、商店街のコワー
キングスペースで
リモートワーク！

市民工房（ファブ
ラボ）でものづく
りに挑戦中！

空き店舗でチャ
レンジショップ、
はじめました！

空き地を使って
地域を盛り上げ
るイベントを
やってみたよ

最近どう？
元気にしてる？

ココにくると
ほっと一息
つけるなあ

みんなでお絵描
き、楽しいね♪

歩いて・撮って
地域の魅力を発
掘してみたよ

今日は地域の
ハレの場の
お祭り！

まちなかで
音楽フェス♪

こんな面白い人や
場所があるんだね

Meetableな「コミュニティ」
ミータブル
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